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都留市・西桂町・秋山村・道志村合併協議会設置へ！

秋山村で9月21日、都留市、西桂町、道志村との3市町村による法定合併協議会設置の是非を問

う住民投票が実施され、即日開票の結果、設置賛成が有効投票の過半数を占め、4市町村による

法定合併協議会設置が決まりました。

これまでの市町村合併の経過についてお知らせします。

両町閻禽鋪障◎恥電◎経過

月　日 �経　　過 

H15年 2月7日 �2月7日から市内9地区で開催した平成14年度未来を‡ く都留まちづくり会議では、昨年度に引き続き「市町ホ 

口併」をテーマに開催し、昨年11月の直接請求（住民、 

本「新しいまちを創造する会」から都留市、西桂町、秋山 

寸及び道志村を対象とする合併協議会設問請求）に基づ 

き、4市町村が合併した場合の状況などについて説明。 

3月 �面接請求（いわゆる住民発議）に基づく都留市、西； 

丁、秋山村及び適志村を対象とする合併協議会設橙に 
一・する議案は、本市と道志村が昨年12月議会で、また 

樺町が本年3月議会で、それぞれ原案のとおり可決さ 
tたが、3月秋山村議会では否決され、この住民発議に 

よる合併協議会設置については白紙となった。 

この結果を受けて、本市議会及び住民団体「新しいま 

ちを創造する会」から市長に、法定合併協議会設置に憐 

る議案を可決した都留市、西桂町、適志村の3市町木 

による任意合併協議会の設置を求める要望書が提出さ 

tた。 

3月27日 �市長は、議会の議決や住民の意思を尊重し、新たな 
華組みによる合併に対する調査研究を進めるため、3月 

7日に西桂町、28日に適志村に、それぞれ任慈合I瓶 

28日 �慈会の設問について協議を申し入れたところ、まず、 

ム域的まちづくりに関する調査研究を行うため、職員 

による研究会を発足させることとなった。 

4月7日 �都留市・西桂町・道志村合併研究会設轍以降8回開催）。 

6月13日 �都留市・西桂町・遵志村広域的まちづくり研究報告 

書（中間報告）とその「概要版」が完成したので、都留市、 

桂町、道志村の3市町村長が集まり、3市町村広域拡 

まちづくり研究報告会を開催し、3市町村の現況を確認 

るなど、任意合併協議会識語の是非については7月未 

日までに市長に回答いただけることとなった。 

6月23日 �道志村は、村の有権者の約4割の署名を基に、住民一・ 
誠二より、横浜市に法定合併協議会設置を申し入れた。 

これを受け横浜市長は合併特例法に基づき、90日（9月 

1日）以内に議会に付するか判断することとなった。 

7月7日 8日 �各地域コミュニティセンターなどの市内公共機関で 
瑠市・西桂町・道志村広域的まちづくり研究報告書 

「概要版」の配布開始。 

7月8日 �都留市・西桂町・道志村広域的まちづくり研究報告 書（中間報告）についての記者発表（9日の山梨日日新聞 

に掲載）。 

7月10日 �都留市議会議員及び各課に「都留市・西桂町・道志ホ 
云域的まちづくり研究報告書（中岡報告）」を配布。 
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7月15日 �都留市・西桂町・適志村広域的まちづくり研究報告 
菖（中間報告）及び「概要版」を本市ホームページで公開。 

7月18日 �各自治会長に「都留市・西桂町・道志村広域的まちづ くり研究報告書（中間報告）」及び「未来を拓く都留まち 
、、くり会議以降の市町村合I組こついての経過」を送付。 

7月25日 �都留市、西桂町、秋山村、適志村4市町村による法一 

口併協議会設置に向け、4市町村で活動する住民グルー 

プ「新しいまちを創造する会」が秋山村選管に提出して 

いた署名審査が25日に終了。縦覧を経て本請求すれば 

月中旬にも住民投票が実施される見通し。 

8月8日 �都留市自治会連合会理事会において、7月25日までの 
「市町村合併についての経過など」について報告。 

8月11日 �横浜市都市経営総務財政委員会が道志村内を視察。 
議会議員と村長との意見交換が実施された。 

8月18日 �秋山村選管は、同村と都留市、西桂町、適志村が法 ・合併協議会を設問するかどうかを問う住民投票を9月 

1日告示、21日投開票の日程で行うことを決めた。 

8月27日 �西桂町長と道志村長が来庁し、市長が3月に申し人身 

た任惑合併協議会の設置の是非については、現時点で 

はそれぞれ「保留」との回答をいただいた。保留の理 

として、両町村では、秋山村で9月21日に実施される－】 

留市、西桂町、秋山村、道志村の4市町村の法定合併も‾ 
認会を設置するかどうかを問う住民投票。西桂町は、 

午年11月町議会で議会から要請のあった町民アンケー 
、の実施。遵志村では、住民発議により、横浜市に法 

・合併協議会設問を申し入れた回答が9月21日までにあ 

るとしている。 

8月28日 �この「保留」との結果を受けて、市長は市議会議長 ざ住民団体「新しいまちを創造する会」に対し、西桂町、 

＝‘志村、秋山村のそれぞれの状況について報告した。 

9月9日 �道志村が住民発議により横浜市に法定合併協議会言 田を申し入れていた問題で、横浜市は法定合併協議云 

設問案を市議会に付議しないことを止式に伝えた。 

9月11日 �合l弾性例法に基づく住民発議に伴い、都留市、西桂 、適志村との法定合併協議会識語を問う秋山村の住 

投票が11日告示され、投開票は21日。 

9月21日 �秋山村で都留市、西桂町、道志村との4市町村によ 
る法定合併協議会設置の是非を問う住民投票が実施さ 

t、即日開票の結果、設問賛成が有効投票の過半数を 

占め、4市町村による法定合併協議会設置が決まった。 
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